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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

経ロブドウ糖負荷試験は，糖処理機能のほか，糖の胃

から腸への移行速度，腸からの吸収速度，消化管ホルモ

ンの影響などを受ける．これに対しブドウ糖の静注法

（以後IVGTTと略す）は，生体の糖処理機能以外の諸

因子を除くとともに，経口摂取不能のものにも施行でき

る．しかしIVGTTについてはなお研究が不充分であ

り，とくに近年測定可能となった血中インスリン（以

下IRIと略す）値との関係についても解明されていな

い．本研究は，従来の糖尿病診断法であるOGTTと

IVGTTとを対比して， IVGTTの意義を評価しようとす

るものである．

 研究方法

 対象は134名で，A， B， C， D群に分けた．すなわ

ち（A）糖尿病の遺伝，肥満を認めず，OGTT正常型の

健康者9名．（B）二次性糖尿病の原因となる疾患を有

することなくOGTTで境界型を示したもの30例．（C）

糖尿病型を示したもの69例（この経ロブドウ糖負荷試験

の型分類は日本糖尿病学会の勧告値に従った），（D）二

次性糖尿病を惹起しうる疾患35例（甲状腺機能充進症12

例，ステロイド投与8例，急性肝炎8例，肝硬変7例）

これらを正常型，境界型，糖尿病型にわけた）である．

さらにB，C， D群はそれぞれ非肥満，肥満群に分け

た．以上の対象者に早朝空腹時にOGTTをおこない，

その後2週間以内に再び10g IVGTTをおこなった．

 10g IVGTTは50％ブドウ糖溶液をもちい，30～45秒

で左肘静脈から注入し，右側肘静脈より採血，90分間に

わたり，Hagedom－Jensen法にて血糖， Morgan－Lazarow

2抗体法にてIRIを測定した． IVGTTによる血糖消失
率はK値（一〇・皐93・1・・）にて示・た・

 研究成績にらびに結論

 1） A，B， C群のすべてにおいて，糖負荷2分のブ

ドウ糖静注後の血糖上昇率（2分値一前論）すなわち

∠BS 2分は10090GTT∠BS 30分より高値であった．

 2） A群において2分後におけるIRIの上昇率すな

わちIVGTT∠IRI 2分はOGTT∠IRI 30分より大で

あった．また血糖増加に対する血中インスリン増加の比

はA群ではIvGTT∠IRI／∠Bs 2分。．79±o．22，0GTT

∠IRI！」BS 30分1．54±0．42となって，100g OGTTの

方が高値を示した、

 3）全例を通じてoGTT 41RI／4Bs 30分lvGT：r」IRI

／∠BS 2分との相関は明らかであるといえた．

 4）IvGTT∠IRI／4Bs 2分による糖尿病型の判別値

は，0．4であり，A群はすべてこれ以上であり， C群糖

尿病型は98％がこれ以下であった．これに対しOGTT

』IRIノ」BS 30分の判別値は0。5であった．

 5） D群におけるIVGTT 2分では0，4以下は甲状

腺機能充進症の正常型1例のみであり，これはOGTT

41RI／∠BS 30分でも低下を示した，なおD群ではOGTT

4限1μBSよりもIVGTT」IRI1」BSが比較的に高値

の例が多く，C群とD群との相違は， OGTTよりも

IVGTTにおいてより明らかであった．

 6）IVGTTにおける血糖値の変動，すなわちK値は

糖代謝異常の差を示すA，B， Cの分類には敏感でなく
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」IRI／4BS 2分において各種の差が明らかとなった．

 7）以上IVGITとOGTTとを比較したところ，ブ

ドウ糖静注後2分の時点における血中インスリンと血糖

の上昇率の比，すなわちIVGTT」IRI／48S 2分を求め

ることはOGTTと同様に糖尿病の診断上意義のあるこ

とが判明した．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は10gブドウ糖静注負荷試験の際の血中ブドウ糖の増加度と血中インシュリン増加度との比の診

断的意義を検討したものである．その結果，静注負荷2分後の両者の比（41RI／∠BS）は糖尿病者と非糖

尿病者とを鑑別する上で最も有用であることを明らかにしたもので，学術上価値あるものと認める．
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